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１．はじめに 

運転支援システムから過度の情報がドライバに供給される

と，ドライバディストラクションの原因となる[1]．そのため

我々は，視認性が低い物体の情報を積極的に提示するシステ

ムの実現に向けて，道路標識の視認性推定手法を提案してき

た[2]．しかし，これまでの評価実験では実環境下における有

効性の検証が不十分であった．本発表では，車載カメラ画像

を用いて提案手法の有効性を評価した結果について述べる． 

２．道路標識の視認性推定手法 

提案手法[2]では，複数の画像特徴の統合により道路標識の

視認性を推定する．提案手法の処理手順を以下に述べる． 
２．１．前処理 

検出された道路標識とその周辺を含む標識周辺画像（図 1）

を入力として想定する．そして，標識周辺画像 を標識領域

と複数の部分背景領域   に分割する（図 2）． 
２．２．複数の画像特徴の統合による視認性評価 

1) 色特徴（平均色），2) エッジ特徴（複雑度），3) テクス

チャ特徴（色分布）を用いて道路標識の視認性を評価する． 
まず，上記 3 種類それぞれの画像特徴について，特徴量 Yi

（i = 1,2,3）を次式で計算する． 

       
  

    

   

 

ここで，  
     は，標識領域および部分背景領域   における

各画像特徴のコントラストに基づく特徴量である[2]．また，

   
は部分背景領域   の面積および標識領域からの距離の逆

数に基づく重みである．次に，各特徴量 Yi を次式で統合する． 

       

 

   

  

ここで，   は各特徴量 Yi の重み（      
   ，    ）で

あり，特徴量 Y の大／小により視認性の高／低を推定する． 

３．評価実験 

実環境下における本手法の有効性を調査するため，20 名の

被験者を用いて以下のような評価実験を行った．まず，車載

カメラ映像から抽出した標識周辺画像から計 720 の標識周辺

画像対を作成し，評価用画像対とした．次に，各画像対を被

験者に提示し，「どちらの道路標識の視認性が高いか」を対比

較により回答させた．これにより，各画像対に対して 3 人の

被験者から回答を得た．そして，各画像対における道路標識

の視認性の高低関係を被験者らの回答の多数決により決定し，

これを本実験の ground-truth とした．なお，評価基準としては，

提案手法による視認性の推定結果（特徴量 Y の大小関係）と

ground-truth との一致率を使用した． 
実験の結果，提案手法による一致率は 86%であり，単一の

画像特徴のみを用いた場合（比較手法）よりも高い一致率が

得られた（表 1）．これにより，




